
2009年

2019年

増減

208,882人

203,565人

▲5,317人

49,349人

38,850人

▲10,499人

総人口 うち20～39歳

出典：島根県人口移動調査

も
�
と

若
者
・
女
性
が
　
　
　

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
め
ざ
し
て

　
松
江
市
の
総
人
口
は
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、
少
子
化
や

若
者
の
都
市
部
へ
の
流
出
が
続
い
た
た
め
、
20
〜
39
歳
の
人
口
は
、
こ
こ

10
年
間
で
約
1
万
人
減
少
し
て
い
ま
す（
左
表
参
照
）。

　
第
２
次
総
合
戦
略
で
は
、
こ
う
し
た
若
者
の
人
口
減
少
を
和
ら
げ
る
た

め
若
者
・
女
性
が
も
っ
と
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
め
ざ
し
、
若
者
な
ど
の

声
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
す
仕
組
み
づ
く
り
や
魅
力
あ
る
雇
用
の
創
出
、

出
産
・
子
育
て
支
援
の
充
実
、
個
性
や
多
様
性
を
尊
重
さ
れ
る
地
域
社
会

づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

も
�
と

も
�
と

も
�
と

松
江
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
《
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
》《
第
２
次
総
合
戦
略
》

進
学
・
就
職
�
働
き
方
の

子
育
て
の

暮
ら
し
の

『　　　   暮らしやすいまち』ってどんなまち？もっと

市内在住の20代から40代の女性の皆さんにインタビューを行いました。

・
や
り
た
い
こ
と
が
県
内
に
な
い
。
や
り
た
い
こ
と
が

県
外
に
あ
っ
た（
30
代
・
会
社
員
）

・
進
学
先
は
、
都
会
で
暮
ら
し
て
み
た
い
、
一
人
暮

ら
し
を
し
て
み
た
く
て
県
外
を
選
ん
だ
（
30
代
・
会

社
員
）

・
進
学
先
が
少
な
い（
20
代
・
学
生
）

・
就
職
活
動
す
る
際
に
帰
省
す
る
た
め
の
交
通
費
や
時

間
が
負
担
と
な
り
、
大
学
の
あ
る
地
域
で
探
し
て
し

ま
う（
20
代
・
学
生
）

・
就
職
先
は
、
都
会
の
ほ
う
が
選
択
肢
が
多
そ
う
だ
か

ら
、
都
会
で
探
す（
20
代
・
学
生
）

・
若
い
う
ち
か
ら
経
験
を
積
み
た
い
の
で
情
報
や
人
が

集
ま
る
都
会
を
選
ぶ（
20
代
・
学
生
）

・
就
職
先
は
、
社
員
の
人
柄
の
良
さ
や
仕
事
と
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
両
立
の
し
や
す
さ
が
大
切
！（
20
代
・
学
生
）

・
人
の
役
に
立
つ
仕
事
が
し
た
い（
20
代
・
学
生
）

・
結
婚
、
出
産
し
て
も
働
き
続
け
た
い
と
思
う（
20
代
・

学
生
）

・
若
者
が
集
ま
れ
る
場
所
、
遊
ぶ
場
所
が
あ
る
と
い
い  

　（複
数
）

・
公
共
交
通
が
も
っ
と
便
利
に
。
特
に
駅
か
ら
大
学
周

辺
の
ア
ク
セ
ス（
20
代
・
学
生
）

・
公
衆
ト
イ
レ
が
き
れ
い
だ
と
観
光
客
の
イ
メ
ー
ジ
が

よ
く
な
る
と
思
う（
40
代
・
会
社
員
）

・便
利
な
暮
ら
し
よ
り
も
安
心
感
が
重
要（
30
代
・
会
社
員
）

・
女
性
に
と
っ
て
魅
力
的
な
ま
ち
は
、
治
安
が
良
い
、

買
い
物
が
便
利
、
夜
で
も
ま
ち
が
明
る
い（
複
数
）

・
女
性
に
と
っ
て
魅
力
的
な
ま
ち
は
、
楽
し
く
子
育
て

が
で
き
て
、
楽
し
く
仕
事
が
で
き
る
場
所
だ（
複
数
）

・
山
陽
や
関
西
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
な
る
と
県
外

に
出
た
人
も
帰
っ
て
く
る
の
で
は（
20
代
・
学
生
）

・
新
幹
線
が
あ
る
と
い
い（
複
数
）

・
県
外
の
大
学
に
行
っ
た
人
に
、
松
江
に
実
は
中
小
企
業

は
こ
ん
な
に
い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
と
か
、Ｉ
Ｔ
系
も
伸
び

て
い
る
か
ら
島
根
で
も
で
き
る
、
働
く
場
所
は
ち
ゃ
ん

と
あ
る
よ
と
伝
え
る
こ
と
が
必
要
で
は（
20
代
・
学
生
）

・「
女
性
は
こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
う
考
え

が
生
き
づ
ら
さ
に
な
る
。
一
定
の
年
齢
に
な
る
と
周

囲
か
ら
結
婚
を
迫
ら
れ
る（
30
代
・
会
社
員
）

・
子
ど
も
医
療
費
な
ど
支
援
は
充
実
し
て
い
て
あ
り
が

た
い（
30
代
・
会
社
員
）

・
２
年
前
に
松
江
に
戻
っ
て
き
た
が
、
保
育
園
に
預
け

ら
れ
ず
に
困
っ
た（
30
代
・
会
社
員
）

・
土
曜
保
育
が
預
け
に
く
い（
20
代
・
会
社
員
）

・
子
ど
も
の
集
団
検
診
の
実
施
日
は
、
休
日
を
含
め
て
柔

軟
に
対
応
し
て
も
ら
え
る
と
助
か
る（
20
代
・
会
社
員
）

・
子
育
て
の
悩
み
な
ど
気
軽
に
話
が
で
き
る
場
が
あ
る

と
い
い（
30
代
・
会
社
員
）

・
子
育
て
の
支
援
が
欲
し
い
と
き
に
ち
ゃ
ん
と
届
く
仕

組
み
が
あ
る
と
い
い（
40
代
・
会
社
員
）

・
雨
天
時
で
も
子
ど
も
が
遊
べ
る
場
所
、
屋
内
施
設
が

あ
る
と
い
い（
複
数
）

・
遊
べ
る
図
書
館
、
騒
い
で
も
Ｏ
Ｋ
な
図
書
館（
30
代
・

会
社
員
）

・
男
性
、
特
に
上
司
の
理
解
が
と
っ
て
も
重
要（
30
代
・

会
社
員
）

・
男
性
に
育
休
を
と
っ
て
ほ
し
い
！（
30
代
・
会
社
員
）

あなたが考える「もっと暮らしやすいまち」を
実現するためのアイデアを書いてみよう！
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人
口
ビ
ジ
�
ン

第
２
次
総
合
戦
略
の
具
体
的
な
取
り
組
み

基
本
目
標 

１

若
い
世
代
の
希
望
を
生
み
出
す
個
性
豊
か
で
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
産
業
と
雇
用
を
創
出
す
る

　
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
雇
用
の
場
を
つ
く
る
た
め
に
、
地
域
資
源
を
最
大

限
活
用
し
て「
も
う
か
る
産
業
」（
し
ご
と
）を
創
出
し
ま
す
。

　
　
❶
き
ら
り
と
光
る
元
気
な
企
業
群
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
❷
農
林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
❸
観
光
産
業
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
❹
文
化
の
多
様
な
価
値
の
創
造
と
好
循
環
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

基
本
目
標 

２

松
江
の
魅
力
に
磨
き
を
掛
け
、
新
し
い
人
の
流
れ

を
つ
く
る

　
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
た
め
、
松
江
の
個
性
・
住
み
や
す
さ
に
磨
き
を
掛

け「
人
や
企
業
に
選
ん
で
も
ら
え
る
ま
ち
」を
つ
く
り
ま
す
。

　
　
❶
拠
点
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
❷
人
材
還
流
・
松
江
暮
ら
し
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
❸
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
❹
未
来
を
担
う
次
世
代
"人
財
"育
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

基
本
目
標 

３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
多
様
性
を
尊
重
さ
れ
、
誰

も
が
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
を
つ
く
る

　
一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
多
様
性
を
尊
重
さ
れ
、
家
庭
で
、
地
域
で
、
職
場
で

そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
が
か
な
い
、
能
力
を
発
揮
で
き
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
創
出
し
ま
す
。

　
　
❶
結
婚
支
援
の
充
実
と
子
育
て
環
境
日
本
一
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
❷
女
性
の
活
躍
促
進
、
誰
も
が
活
躍
で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

基
本
目
標 

４

ひ
と
が
集
う
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

魅
力
的
な
地
域
を
つ
く
る

　「
健
康
都
市
ま
つ
え
」の
実
現
、
豊
か
な
自
然
、
多
様
な
文
化
財
や
歴
史
的
ま

ち
並
み
を
生
か
し
た
都
市
デ
ザ
イ
ン
の
形
成
、
安
全
に
安
心
し
て
生
活
で
き
る

環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

　
　
❶
健
康
都
市
ま
つ
え
・
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

　
　
❷
松
江
の
魅
力
を
高
め
る
環
境
・
都
市
デ
ザ
イ
ン
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　
❸
国
土
強
靱
化
、
安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

基
本
目
標 

５

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
連
携
強
化
に
よ
り
、

日
本
海
側
の
拠
点
を
つ
く
る

　
2
0
6
0
年
に
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の
人
口
60
万
人
の
維
持
を
め
ざ
し
、

県
境
を
越
え
た
広
域
連
携
に
よ
る
、
住
み
た
く
な
る
圏
域
づ
く
り
に
取
り
組
み

ま
す
。

〜
持
続
可
能
で
均
衡
な
年
齢
構
成
へ
〜

松
江
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生《
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
》《
第
２
次
総
合
戦
略
》

　
2
0
6
0
年
に
約
18
万
人
を
確
保
す
る
た
め
、「
２
つ
の
挑
戦
」
を
掲
げ
、
そ

の
取
り
組
み
の
柱
と
な
る
「
５
つ
の
基
本
目
標
」
と
「
13
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

挑
戦 

１
　
　
出
生
数
約
２
０
０
０
人
／
年
を
め
ざ
す※

挑
戦 

２
　
　
平
均
２
７
０
人
／
年
の
社
会
増
を
め
ざ
す

※

子
ど
も
を
産
み
た
い
と
思
う
人
の
希
望
が
か
な
う
よ
う
な
環
境
を
整
え
、

そ
の
結
果
と
し
て
め
ざ
す
も
の
で
す
。

松
江
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
《
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
》《
第

２
次
総
合
戦
略
》
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

松
江
市
総
合
戦
略
　
検
索

　本市の人口がこのまま減少を続けると、2060年には15万5千人まで
減少します。
　人口の減少を和らげ、将来にわたって人口が安定的に推移する持続可
能で均衡な年齢構成に向け、2060年に約18万人の確保をめざした「人
口ビジョン」を定めました。

＜人口ビジョン>  2060年に約18万人を確保
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